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1緒 言

縮瞳物質と考えられているCorninに 対する研究

は,最 初1958年 西 田等9)に よつて成され,そ れによ

ると猫の動眼神経を切断した後に散大 した瞳孔が時

として,或 る時間を経ると自然 に縮小を始 め遂に

はslit状 に達すると云う奇異なる現象を示 し,し

かもこの縮瞳はアトロピンの点眼によつて散瞳しな

い.こ のような縮瞳状態にある猫の前眼房水をア ト

ロピンで散瞳させた健康な猫の眼前房内に注入する

と,短 時間のうちに著しい縮瞳現象をあらわす.こ

れは眼前房水中に角膜から強力な縮瞳物質がなんら

かの原因で浸出されたために起つたものと報告 して

いる.次 いで西田,福 井6)は 牛の角膜の熱水抽出液

から本態の不明確ではあるが縮瞳物質を取り出しこ

れをCorninと 命 名し,そ の生物学的性状及び,化

学的性状についての詳 しい実験がな されてお り,

門7)は 前述のCorninと 同一物質と思われる抽出物

が家兎肉からも取れると報告している.そ れらの報

告によると, Corninは 著明なる縮瞳作用 の他 に,

血圧下降作用,平 滑筋に対する亢進作用があり広 く

異つた生物や生体内組織や,そ の他の臓器にも存在

するのではないかと思われる.私 はCorninに 関す

る研究の一環として生物学的特性てある縮瞳作用を

目印として生体組織内のCorninの 分布について研

究 した成績を報告する.

II実 験材料,及 び方法

1.試 料:実 験材料としては,家 兎の摘出各種臓

器を使用した. Chloroformで 麻酔を し屠殺直後の

新鮮な家兎摘出臓器を流水にて洗滌 し水分を充分に

吸い取つてから秤量した.細 断した後1g当 り4cc

の割合に蒸溜水を加え100℃ 10分 間熱水抽出を行

い浸出液を濾過し,濾 液を更に濃縮 し1ccが 組織

0.5g Equivalentと なるような溶液を作 り,こ れ

を粗試料とした.

2.精 製試料:上 述の如くして得られた粗試料を,

福井6)の 云 う精製方法に従つて精製して探べた.

3.瞳 孔径の観察:縮 瞳効果の観察並びに試料の

注入方法は,福 井6),門7)に 詳 しく記載してあるの

で記述を省 く.縮 瞳効果をあらわす方法 と しては

Cornin注 入前の瞳孔径を100と し注入後の瞳孔径

をそれぞれもとの瞳孔径の百分率であらわした.又

各試料のpHは 東洋濾紙B. T. B試 験紙 によつて

測定した.

III実 験 成 績

(1)生 体内組織中における Cornin分 布の動向を

一応知ろうと思い,粗 試料と称すべきものを取り出

しその体内分布を探べたものが第1図 のような成績

である. Corninは 全ての臓器抽出液に存在す る.

図1　 体内各臓器におけるCorninの 分布

Pa:膵 臓, Le:肝 臓, Lu:肺 臓, Ni:腎 臓,

Ho:睾 丸, Ute:子 宮, Hb:膀 胱. Mu:筋 肉,

KH:小 脳, RM:脊 髄GH:大 脳, Jej:空 腸,

横 軸 は 経過 時 間,縦 軸は 瞳 孔径 の百 分 率(注 入前 の

瞳 孔 径 を100と す,以 下 同 様)を 示 す



680 得 本 博 允

然しその含量は異つている.発 生学の上から各種器

官臓器を類別すれば, Cornin含 量 においては,外

胚葉性器官に大であり,中 枢神経系の抽出物はいず

れも強い活性を示 し,大 脳の35%縮 瞳効果を最高

とし,脊 髄(40%),小 脳(50%)と 著 明 な縮瞳作

用がある.内 胚葉性器官では腸管が例外的に強い活

性を示し,そ れを除いて脾臓,肝 臓,肺 臓共に一貫

してその 活性は低 く75～90%の 程度で ある.中

胚葉性器官 では筋 肉(60%),膀 胱(63%),子 宮

(65%),睾 丸(68%),腎 臓(70%)共 に僅かではあ

るがやや活性を示 している.そ のうち腎臓,睾 丸は

他のものに比べ活性が低 く,筋 肉,膀 胱,子 宮は大

体同一活性度を示 している.之 は膀胱,子 宮の筋層に

よるのであろう.其の他脾臓,卵巣,血 清の抽出液に

は殆んど活性が見 られず,心 臓,気管には僅かの活性

を認めた.実 験に供 した抽出液 のpHは 血清(pH

7.0)以 外は全てpH 5.8で やや酸性を示した.

(2)第1図 において著明な活性の認められた脳に

おいて,更 に色々な部分に細分 し, Corninの 分布

を探べたものが第2図 である.探 ベたあらゆる部分

の脳は比較的強い活性を示すが,部 位により可成り

の差が認められる.視 床下部が顕著な多量のCornin

含有 量を示 し,次 いで四丘体,視 床部に多く,橋 及

び延髄にも相当量のCorninが 存在することがわか

図2　 脳内Corninの 分布

粗 試 料(0.25g Equiv.)

L. occi:後 頭 葉, L. fron:前 頭 葉, KH:小 脳,

Med. obl:延 髄, Pons:橋, Met. thal:視 床 後 部,

Corps. Quad:四 丘 体, Thal:視 床,

Hypothal:視 床 下 部,

つた.神 経細胞の多い小脳や,終 脳は前記視床下部

や視床部等の間脳に比して活性が低い.又 終脳は前

頭葉,側 頭棄,頭 頂葉,後 頭葉共何れの部位も大体

同じ程度で活性は低い.

(3)第1図 において脳と同じように顕著なCornin

の活性の認められた消化管について,食 道から直腸

に達する消化管の6個 所を系統的に抽出し探べたも

のが第3図 である.各 部分共粘膜層,粘 膜下層,及

び筋層の全層から抽出したものである.図 の如く,

 Cornin活 性は全ての消化管部分 の抽出液 に存在す

る.食 道からの抽出は一貫して活性が低 く,胃 には

僅かではあるが幾分多 く存在 し,大 部分のCornin

は空腸,廻 腸に存在 す ることが分つ た.こ れは

Pernowの 報告 したSubstance Pの 分布と一致した

結果となつた.そ の量は大腸に至つて漸次減少し直

腸に至つて再び量が増す.

図3　 消化管の各部分のCornin分 布

粗試料(0・25g Equiv.)

Oes:食 道, Mag:胃, Col:大 腸, Rec:直 腸,

Ile:廻 腸, Jej:空 腸,

(4)今 迄粗試料によつて探べられたもののうち,

特 に著明なる縮瞳作用を示したもの,及 び余り示さ

なかつた臓器について更に精製試料におけるCornin

の分布を探べ第4図 の如き成績を得た.先 ず肺臓,

肝臓,腎 臓,脾 臓では粗試料で探べた場合と同じく

殆んど取るに足らない程の活性しか示さなかつた

(75～80%).一 方間脳,空 腸,廻 腸 では,顕 著な

活性(30%)を 示 しており,次 いで大腸,胃,延 髄,

終脳の順で活性を示 しており,そ の度合は粗試料の
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図4　 精 製Corninの 体 内分 布

2mg(1.0%0.2cc)を ア トロビンで散瞳させ

た眼房内に注入したもの

Ni:腎 臓, Mi:脾 臓, Lu:肺 臓, Le:肝 臓,

Ru:脊 髄, Tel:終 脳, Ha:膀 胱, Br:気 管,

Mu:筋 肉, Co:大 腸, Ma:胃, Je:空 腸,

Ile:廻 腸, Rho:間 脳

場合と殆んど変らず同じ傾向を示している.粗 試料

で大した活性を示さなかつた筋肉,気 管,膀 胱等は,

精 製試料においても同様に低い活性 しか示さなかつ

た.粗 試料,精 製試料共に1%硫 酸アトロピン点眼

で散大させた猫の瞳孔内に注入すると, 3分 内外で

最 も顕著な縮瞳作用があらわれ,注 入後約15分 で大

体安定した値となつて持続する.

IV考 按

著者は家兎各種臓器を材料として,西 田,福 井9)

の提 唱した角膜から取 り出し本態は不明確ではある

が縮瞳物質Corninな る抽出物を取り出し,そ の体

組織内分布 について考察 した.西 田の縮瞳物質

Corninに ついては,福 井6),門7)に よ り詳細な る

検討がなされている.そ れらの報告によるとCornin

は生物学的作用としては縮瞳作用,血 圧下降作用,小

腸筋に対 し亢進作用があること.化 学的性状として

は, Ethanolに70%か ら90%の もの に溶解,

 Acetoneに は不溶, Chloroform及 びEtherに は可

溶なこと等が明かにされている.之 等生物学的作用

のうち,縮 瞳作用がCornin研 究の歴史的過程から

最 も確実であり重要と思われるので,著 者は縮瞳作

用の面から多数の例につき出来る限 り注意して作製

した試料を用い家兎各組織内Corninの 分布につい

て探べたものが前述の実験成績である.個 々の瞳孔

により縮瞳作用の態度の異なつたものがあるが,大

体の傾向は認め得た.実 験成績に関して考察を加え

てみると, Corninの 大部分は消化器系 と中枢神経

系に含まれ,そ のうち消化器系では小腸,中 枢神経

系では視床下部に最も多 く含まれている.そ れに対

し膵臓,肝 臓,肺 臓,脾 臓等の内部臓器には殆んど

含まれず,筋 肉,膀 胱,子 宮に中程度含まれる.消

化管のConinの 分布はその運動の程度即ち蠕動活

性と密接な関係があるのは興味のある点である.又

脳の視床下部に顕著な量のConinが 存在すること

が分つたが,近 年HildやZeitlerに よりOxytocin,

 Vasopressinが 視床下部に存在することが証明され

た.こ の様なホルモンが実験で行つた視床下部抽出

物の中に存在するのではないかと考えられる.然 し

脳下垂体ホルモンは子宮に対して著明な刺激作用を

及ぼすが腸に対しては余り作用 しない.こ のことは

Cominの 本質的定義と異ることである. Euler等4) 5)

が馬の小腸及び脳浸出液から,ア トロピン処理の滑

平筋,殊 に海〓小腸に対する収縮作用及び家兎の血

圧下降作用を示す物質を抽出し,こ れをSubstance

 Pと 名付 けた.そ の後Pernow10)は 体組織 の含

Substance Pの 分布を調べ,消 化器では回腸殊に粘

膜筋層,中 枢神経系では視床下部に最も多 く含まれ

てい る と報告 して い る.分 布 の 上 か らCorninの 分

布 とPernowの 報 告 したSubstance Pの 分布 は 殆

ん ど一 致 した成 績 とな つ た.そ の 他 に,生 体組 織 か

ら抽 出 され,平 滑 筋 の 興 奮 作用 及 び血 圧 下 降 作用 等

の 性状 を もつ種 々の 物 質 が あ ろが,そ れ らの うち,

 1941年Macintosch8)は 猫 の 神 経 組 織 中 に お け る

Acetylcholineの 分 布 に つ い て 報 告 して お る.

 Acetylcholineの 分 布 はCholinergic fiberの 分 布 と

同様 で あ り,猫 の 脳 に お いて はAcetylcholineは 細

胞 体或 い は細 胞 シナ ップ スの 分布 と平 行 しな い と報

告 して い る.又Douglas3)等 は1951年 犬 の 消 化 管

内 のHistamin分 布 につ い て 詳細 に研 究 して お り,

そ の結 果 食道 に は少 く胃底 部 に は,か な り の 量 の

Histaminを 認 め 幽門 部 の約2倍 量 存 し,小 腸 殊 に

十 二 指 腸 に最 も多 く,直 腸 に ゆ くに従 い 漸次 減 少 す

る.そ して比 較 的多 量 のHistaminは 粘 膜下 層 に分

布 して い る と 報 告 してい る.そ の 他Ambache1) 2)は

Irinが 家兎 虹 彩 の 抽 出液 に存 す る と 云 う報 告 や,

 Vialli & Erspammer14)が 犬 の 胃 腸 粘膜 か ら 抽 出

したEnteramin, Rocha e Silva11)が 血清 のglobulin
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fractionを 活性化して得たBradykinin, Vogt15)が

種 々の動物腸管から得たDarmstoff等 の報告に接

するが,そ れらの分布について研究した文献は著者
に

の調べた範囲では見当らない.以 上 の結果Cornin

はSubstance Pと 同一物質と思われるよ うな分布

上非常に類似した成績となつた. Substance Pが 耐

熱,水 溶性であ ると云 う性質 か らしてCorninの

粗試料中にはSubstance Pが 含 まれてい る可能性

は非常に大である.従 つてCorninの 糧試料につい

ての実験ではCorninの 分布を調 べてい るのか,

 Substance Pの 分布を調べているの かわからないと

も云えるのである.しかしCorninの 精製試料は明ら

かにSubstance Pと 異 ることが知 られているのであ

るから精製試料 につ いての分布実験 は明 らか に

Corninの 分布を示していると考 え られる.従 つて

各組織内Corninの 分布の調べるに当 り,粗 試料,

精製試料について行つたが,大 体同一傾向の成績が

得られた.こ のことより各組織内の分布を調べる場

合に,粗 試料の分布について調べることにより各組

織内の含Cornin量 を判定してもよいのではあるま

いか.精 製試料においても結果は粗試料と全く同様

で, Corninの 分布或いはCorninの 有無 は粗試料

で充分検討できるという成績が得 られた.

V結 論

家兎各種組織を材料 として,西 田の縮瞳物質

Corninを つ くり,縮 瞳 作用 か ら家兎 体内各組織

Corninの 分布について調べ次の様な成績を得た.

1) Corninは 消化管の全ての部位に存在する,食

道には少いが,胃 には比較的多 く,小 腸に最も多 く

含まれ,大 腸にゆくにしたがつて漸次減少する.

2) Corninは 広 く中枢神経系にも存在する.視 床

下部に最も多く次いで四丘体,視 床部に多く存在す

るが,一 方終脳には比較的少い.

3)筋 肉や,子 宮,膀 胱などのような臓器 には僅

かではあるが存在し,他 の内部臓器には殆んど存在

しない.

稿を終るにあたり,終 始御懇切に御指導,御 校閲

を賜った恩師西田勇教授に深甚の謝意を表す.
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Studies on disturibution of "CORNIN" as a pupillo-contracting 

substance extracted from rabbit organs.

By

Hiroyosi Tokumoto

1 st. Dept. of Physiol. Okayama Univ. Med. School

(Director: Prof. I. Nisida, M. D.)

Experiments were performed to examine the disturibution of Cornin on the organs in the 

rabbit.

1) Cornin was demonstrable in all segments of digestive tract. Relatively little Cornin 

was found in extracts of oesophagus and considerable amounts of Cornin in stomach. The 

intestine contained large amounts of Cornin.

2) All parts of the central nervous system contained Cornin. The large amounts were 

found in the hypothalamus and corpus quadrigeminus, whereas extracts of the telencephalon 

showed little.

3) In adition to the digestive tract, other smooth muscle organs such as uterus, urinary 

bladder contained Cornin, although only in minute amounts. Other organs contained little 

amounts of Cornin.


